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－講演｢もうひとつの司法過疎～都市型公

設事務所の理念と現状｣を実施して－
鹿児島大学法科大学院では、学期中に１～

２回ずつ、すべての専任教員の授業をビデオ

に録画しています。これは、①各教員が自分

の授業を学生側の視線から客観的に振り返

り、授業改善の方向性を検討するため、②す

べての専任教員が出席して行われるＦＤ懇

談会でいくつかの授業を視聴し、その授業の

良い点や問題点を指摘し合い、各自が授業の

質を向上させる手かがりを得るため、③これ

とは別に実施している教員相互の授業参観

において、日程の都合で所定の授業を参観で

きなかったとき代替手段とするために活用

することを目的としています。

この録画においては、模擬裁判の収録のた

めに開発・導入したシステムを応用し、２つ

のカメラで異なる方向から同時に授業を録

画します。すなわち、①教室後方のカメラか

ら教壇の方向を撮影する（教員の授業を正面

から映し出す）と同時に、②教室前方に設置

したカメラかせ学生の方向を撮影し（斜め前

から学生の様子を映し出す）、双方向性のあ

る授業の様子を、双方向から記録することが

できるよう工夫されています。２方向から収

録された映像は、事務補佐員の久木野さんの

奮闘により編集され、ひとつの画面の中で、

教員が授業をしている姿をメインとしつつ、

小さなサブウィンドウに学生の様子が同時

に表示される形になって保存されます。この

ことにより、教員は、自分のパフォーマンス

だけでなく、学生たちの反応も確認しながら、

授業の様子を振り返ることができるわけで

す。そこでは、教員の現場における授業技術

の優劣だけでなく、学生側の受講姿勢の観察

を通じて、学生の意識、予習の実効性なども

確認することができます。

編集された各授業の画像は、ＤＶＤで当該

教員に配布されるほか、専用のサーバに集積

されています。専任教員は常にこのサーバに

アクセスすることにより、研究室などにいな

がら、ストリーミングで自分の授業や他の教

員の授業をいつでも視聴することができま

す（写真は、その配信画面です）。このシス

テムがあることによって、教員は多忙を理由

に授業改善のための試みをサボることがで

きまません。

平成22年度前期も６月７日から６月１８

日にかけて、ビデオ録画を行いました。本年

度からは、学生側の音声をよりクリアに収録

するために、学生の手元に設置する据え置き

型の無線マイクが導入されました。筆者は、

学生に「ビデオ撮影の日は、いつもより講義

のテンションが高い」と指摘されてしまいま

した（それはお互いさま…という気もします

が）。できるだけ撮影を意識せずにいつもど

おり授業を進行したいと思いますが、萎縮し

て元気がなくなるのではなく、撮影をきっか

けに授業が双方から活性化するのであれば、

むしろ思わぬ「副産物」だといえましょう。

今回のビデオ撮影を、前号で紹介した授業評

価アンケートおよびそれを受けて実施され

た特定科目の授業参観と併せて、今後のＦＤ

活動に活用していきます。

中島 宏 （刑事訴訟法）

私は東京弁護士会が設置した都市型公設

事務所である多摩パブリック法律事務所に

所属しています。公設事務所とは、司法アク

セスの解消等の公益的活動を行うことを目

的として弁護士会が、設置、支援する法律事

務所のことです。多摩パブリック法律事務所

は、裁判員裁判の開始、被疑者国選の拡大な

どに伴い、東京の 3 多摩地域（23 区以外の

地域）の刑事弁護の充実を主な目的に 2008

年 3 月に開設されました。

今年の 2 月 19 日から 20 日にかけて、公

設事務所の運営・支援を行う東京弁護士会の

公設事務所運営特別委員会のメンバーとし

て、法テラス北九州（北九州市）、あさかぜ

基金法律事務所（福岡市）、山鹿ひまわり基

金法律事務所（熊本県山鹿市）を視察したの
（インターネット上で配信される映像画面）

鹿児島大学法科大学院

ＫＵＬＳ ニューズレター Ｎｏ．１０

平成２２年７月２０日 発行

本学法科大学院出身の水田祐輔弁護士（第 1期

生・平成 19 年度新司法試験合格）が、平成 22年

6 月 1 日、宮崎県西都市に開設された「ひまわり

基金法律事務所」の初代所長に就任されました。

水田弁護士は、これまでも九州弁護士会連合会が

設置する「あさかぜ基金法律事務所」に勤務する

など、司法修習終了後、一貫して司法過疎地域に

おける法曹活動を展開しておられます。

今回、このことを報じる記事が宮崎日日新聞（平

成 22 年 6 月 22 日付 19面）に掲載されましたの

で、記事本文を転載させていただきます。

日本弁護士連合会が弁護士過疎地域に設置

を進める｢ひまわり基金法律事務所｣が１日、

西都市御船町１丁目に開設された。西都、児

湯地区では初めての弁護士事務所で、ひまわ

り基金法律事務所としては日南、日向、小林

市に続いて県内４カ所目。所長には福岡で活

動していた水田祐輔弁護士(36)が着任した。

水田弁護士は大阪府出身で、大阪大法学部卒、

鹿児島大法科大学院修了。2007 年に司法試験

に合格。５月末まで、九州弁護士連合会が弁

護士過疎地域への弁護士派遣を目的に設置し

ている｢あさかぜ基金法律事務所｣(福岡市)に

勤務していた。

鹿児島大法科大学院時代から弁護士過疎地

域での勤務に意欲があったという水田弁護士

は今回、日弁連の公募に手を挙げての着任。

事務所には西都市出身の職員２人を採用し

た。水田弁護士の任期は３年間だが、その後

も任期を更新したり、ひまわり基金法律事務

所から自らの事務所に看板を変えて残ること

もできるという。

水田弁護士は｢地域の人が親しみやすく、ど

んな相談でも気軽にできるような弁護士事務

所を目指したい｣と話している。

問い合わせは平日午前９時～午後６時。

℡０９８３(４１)０５５５

宮崎日日新聞社提供

●水田祐輔弁護士が西都市ひまわり

法律事務所所長に就任●



●法曹の養成を基盤に

生涯研鑽の場を目指して●

－司法政策研究センターの活動－

ち、鹿児島大学法科大学院を訪問させていた

だきました。

当日は、「もうひとつの司法過疎 ～都市

型公設事務所の理念と現状～」という演題で

学生さん達に向けた講演をしました。私自身

が、東京弁護士会が始めて設置し、まだ誕生

1 年あまりの公設事務所であった東京パブ

リック法律事務所で弁護士として歩みを始

めたこともあり、公設事務所の理念やこれま

での活動についてお話しするとともに、開設

2 年ほどの多摩パブリック法律事務所に至

るまでの活動をお伝えしました。地理的な問

題による司法過疎のほかに、経済的な問題や

情報格差による司法過疎があること、そのよ

うな司法過疎は都市部においても存在する

こと、解決のためには弁護士自身が司法アク

セスの改善に取り組むべきであり、公設事務

所がその機能を有すること、そして、私自身

が都市型公設事務所において具体的にどの

ような活動をしてきたのかについて、勝手気

ままにお話をしてみました。鹿児島大学法科

大学院は、特に地方での弁護士活動を目指し

て学んでいる方が多いせいか、司法過疎の問

題などについて、熱心に耳を傾けてくれるだ

けではなく、積極的な質問があり、とても頼

もしく思いました。

講演の後には、法科大学院の施設見学や鹿

児島大学のキャンパス案内をしていただき

ました。法科大学院は小規模ながら、施設も

充実しており、自分の受験時代を振り返り、

このような充実した環境で法学に打ち込め

る環境をうらやましく思いました。もちろん、

大学のキャンパスも広く、開放的でこれまた

素晴らしいものでした。本当に貴重な時間を

過ごさせていただきました。

私は、事務所の性質上、エクスターンシッ

プの受け入れなどもしており、様々な法科大

学院の学生さん達と接する機会が多くあり

ます。どこの学生さんも、法律を真摯に勉強

しようとする姿勢が強く、感心させられるこ

とが多々あります。ただ、一方で、学生気分

の抜けない方も散見されます。確かに法科大

学院は学びの場ですが、それだけではなく座

学と実務の架け橋でもあります。エクスター

ンシップ等で実務の現場に出ることもあり

ます。実務の場では、現実の激しい紛争に直

面し、また実際に当事者の苦悩や苦しい現状

を目の当たりにするはずです。社会人として

の常識を備えるのはもちろん、法曹となるこ

との責任の重さを常に持たなければ、当事者

はじめ関係者の理解は得られません。法科大

学院で学ぶ皆さんには、将来、そのような法

曹となることの覚悟を持って日々の勉強に

励んでもらいたいと思っています。

上條 弘次（弁護士 多摩パブリック法律事務所）

鹿児島大学法科大学院では、平成 20 年 4 月

に、①本研究科の臨床法学教育カリキュラム

の研究や実施、②臨床法学教育活動を基盤と

した地域貢献活動を行うこと、③本研究科学

生に対して法律実務についての自発的かつ

発展的学修の場を提供することを目的とし

て、「司法政策研究センター」を設置しまし

た。学生のみなさんには、相談室を自主ゼミ

で利用したり、チューター指導を受ける場所

として理解されているかもしれません。

臨床法学教育カリキュラムの研究の一環

として行っている活動としては、法学のほか、

医学、臨床心理学、都市工学、英語教育学、

社会学などの専門家とともに、臨床教育セミ

ナーを開催していることがあります。そこで

は、ロイヤリングスキルとその教育の在り方

の検討を主題の一つとしています。このセミ

ナーには、司法修習生が選択型修習の自己開

拓プログラムとして参加していますが、司法

修習の一部を法科大学院が担うという日本

で初めての例になっています。今年は、この

セミナーへの参加を弁護士にも働きかけ、8

月31日から9月3日に開催する予定にして

います。

地域貢献活動としての無料法律相談につ

いては、現在、月に４回程度実施しており、

相談応需実績も 100 件を超えました。これ

まで協力いただいている、実務家教員の先生

方、鹿児島中央法律事務所の先生方に加え

この７月までに新たに 3 名の先生方より協

力の申し出をいただいており、より充実した

体制で展開することになっています。いまの

ところ学生のみなさんとの接点が少なく、地

域貢献の側面が前面に出ていますが、現在カ

リキュラムとしての実施方法を検討してお

り、たとえば、ここで実施される法律相談に

一定件数以上臨席し、報告書の作成を通じて

ベテランの先生方の指導を受けた成果を成

績評価の対象として単位認定される授業科

目とすることを目指しています。

司法政策研究センターは、自発的かつ発展

的学修を支援する場として、みなさんご存じ

の、チューター指導の場を提供しています。

この 7 月までに、この 4 月以降支援をいた

だいていた本田弁護士（本学出身）、大毛弁

護士に加え、林弁護士（本学出身）、坂井弁

護士、平林弁護士より協力の申し出をいただ

きました。これによって、週に２回以上の実

施が予定されています。チューター指導につ

いては、これまで修了生・受験生がメインだ

ったこともあり、新司法試験の過去問の答案

添削がメインになっている感がありますが、

それぞれの学修事情に合わせて定期試験の

答案を素材にしたり、もっと身近な学修上の

質問に利用することを通じて、日々の学修の

充実を図ることも考えられます。いずれにし

ても、日常の学修成果をより高度な水準に持

っていくために、有効に活用して欲しいとこ

ろです。

また、今後は、地元法曹や隣接職のみなさ

んの参加を得た判例研究会などを開催して

いくことを予定しています。

このように、司法政策研究センターは、地

域に根ざした取り組みによる法曹の養成か

ら、研究活動との交流や学生指導の機会を利

用することによるリカレントの場までを幅

広くカバーする活動を行う方向にあります。

こうした活動を通じて、学生のみなさんが、

日常から実務法曹にふれあう機会を作り、殻

に閉じこもった受験生ではなく、少しでもの

びのびとした気持ちで実務家を目指すこと

ができる環境を提供できればと思いますの

で、センターの活動について、積極的に参

加・利用していただければと思います。

米田 憲市 （法社会学）

４月より、鹿大の３年次に在籍したまま、

滞在型特別聴講生として九州大学法科大学

院で学んでいます。News Letter ２号に当時

の九州大学法科大学院長であられた西山先

生が、滞在型特別聴講生について寄稿してお

られます。その中で、「九大は自学自修をモ

ットーにしている」とのお言葉がありまし

た。私が特別聴講生として実際に九大で学ん

でみて、実際にそのように感じます。九大で

は、講義終了後に 20 分の休憩があるので先

生がその間に学生からの質問に個別に対応

することもありますが、それのみならず、ゼ

ミを組んで学生同士で議論をしているのを

良く見ます。それぞれの学生がとても熱心に

議論していますし、これまで旧司法試験のた

めの勉強をしてきた人がリードするような

形でやっているので、学生同士でも議論が変

な方向にいかないのでしょう。もちろん、ゼ

ミばかりするのではなく、その前提となる各

自の自学自修が重要だと個人的には思いま

す。

九大の講義については、鹿大と大きな違い

はありません。住まいについては、九大の学

生寮に入居しています。私は、基本的に自習

室で勉強しており寮では寝るだけです。寮は

夜は比較的静かなので助かっていますが、勉

強の拠点としては、寮よりも自習室のほうが

相応しいように思います（来年度以降に九大

へ来る方のご参考までに）。

司法政策研究科３年 北越一成

●滞在型特別聴講生からの便り●


